
●
は
じ
め
に

　

今
回
の
震
災
に
際
し
、
世
界
各
地
か

ら
義
援
金
や
支
援
、
励
ま
し
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中

南
米
、
中
東
、
欧
州
、
大
洋
州
か
ら
三

〇
〇
〇
件
を
超
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
被
災

地
の
状
況
に
胸
を
痛
め
、
励
ま
し
の
声

や
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
支
援
に
感
謝

し
復
興
に
向
け
た
協
力
を
約
束
す
る
声

等
）
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
み
な
ら
ず
民
間

企
業
の
経
済
活
動
等
も
含
め
た
広
い
意

味
で
の
日
本
へ
の
「
恩
返
し
」
の
表
れ

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
関

し
て
い
え
ば
、
日
本
が
多
く
の
国
の
経

済
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
教
育
・
人

材
育
成
に
貢
献
し
て
き
た
結
果
で
あ

り
、
ま
た
各
地
で
発
生
し
た
大
災
害
に

際
し
て
機
動
的
か
つ
迅
速
に
派
遣
し
て

き
た
緊
急
援
助
隊
に
対
す
る
評
価
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

筆
者
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
と
し
て
二
回

（
四
月
上
旬
に
福
島
県
二
本
松
市
の
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
、
五
月
上
旬
に
岩
手
県

遠
野
市
の
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
）
の

震
災
対
応
に
取
り
組
む
機
会
を
得
た
。

国
内
に
拠
点
を
持
ち
、
国
外
に
対
し
て

国
際
協
力
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
、
海
外
で
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
、

ど
の
よ
う
に
今
回
の
被
災
地
支
援
に
対

し
て
還
元
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
か

を
紹
介
し
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
少

し
触
れ
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
は

筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
り
、
組
織

と
し
て
の
見
解
で
は
な
い
点
に
ご
留
意

い
た
だ
き
た
い
。

　

三
月
一
一
日
一
四
時
四
六
分
に
発
生

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
際

し
、
そ
の
当
日
の
夜
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
帰

宅
困
難
者
の
た
め
の
休
息
ス
ペ
ー
ス
等

と
し
て
、
都
内
三
カ
所
、
お
よ
び
横
浜

の
計
四
箇
所
の
施
設
を
開
放
し
た
。
こ

れ
以
降
、
公
的
機
関
と
し
て
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
し
て
、
日
本
国
内
の
支
援
を
受
け

て
国
際
協
力
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
な
が
ら
、
各
地
で
の
支
援
活

動
が
展
開
し
て
い
っ
た
。
震
災
直
後
か

ら
、
地
方
自
治
体
、
中
央
省
庁
や
公
的

機
関
が
初
期
段
階
か
ら
の
支
援
を
展
開

し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
独
立
行
政
法

人
と
し
て
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
公
的
機
関
と

し
て
震
災
で
ど
の
よ
う
な
対
応
・
貢
献

を
し
て
き
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
、

独
立
法
人
評
価
委
員
会
会
合
や
内
閣
府

「
新
し
い
公
共（
震
災
支
援
制
度
等
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
）」
に
お
い
て
も

議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
外

国
で
発
生
し
た
災
害
に
対
す
る
支
援
を

し
て
き
た
が
、
国
内
の
災
害
に
お
い
て

も
状
況
は
同
一
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
や
知
識
を
国
内
向
け
に
も
生
か
す

べ
き
だ
と
い
う
議
論
や
、
開
発
途
上
国

で
の
経
験
を
活
か
し
、
住
民
と
共
に
活

動
し
、
現
場
調
整
能
力
に
長
け
た
青
年

海
外
協
力
隊
員
、
職
員
の
活
用
が
図
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
を

受
け
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
二
本
松
に
お
け
る
避
難

住
民
の
受
け
入
れ
に
加
え
、
被
災
者
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
職
員
に
加

え
、
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
や
退
避
中
協
力
隊
員

が
宮
城
県
、
岩
手
県
で
活
動
を
展
開
）、

被
災
・
避
難
者
の
施
設
受
け
入
れ
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東

京
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
大
阪
に
て
適
宜
受
け
入

れ
）
や
物
資
の
提
供
、
国
際
的
な
支
援

へ
の
協
力
（
国
際
災
害
評
価
調
整
チ
ー

ム
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｃ
）、
国
連
人
道
問
題

調
整
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
の
活

動
支
援
等
）
を
展
開
し
た
。
こ
れ
に
加

え
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
を
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
活
動
拠
点
と
し
て
会
議
室
を
提

供
す
る
と
共
に
、
ジ
ャ
パ
ン
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
）
や
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）、
せ

ん
だ
い
・
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
等

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
国
際
協
力
の
経
験

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
チ
ェ
大
津
波
や

ス
リ
ラ
ン
カ
の
津
波
で
の
復
興
支
援
経

験
）
を
踏
ま
え
、
今
後
の
教
訓
を
と
り

ま
と
め
る
べ
く
東
北
大
学
（
災
害
制
御

研
究
セ
ン
タ
ー
）
等
を
通
じ
た
津
波
防

災
の
専
門
家
・
研
究
者
と
の
協
力
を
展

開
し
て
い
る
。

● 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
に
よ
る
避
難

住
民
受
け
入
れ

　

三
月
一
三
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
福
島
県

か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
避
難
指
示

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

│
現
場
で
の
経
験
を
通
じ
て

坪
池
明
日
香

特集
東日本大震災と国際協力

4アジ研ワールド・トレンドNo.192 （2011. 9）



が
出
さ
れ
て
い
る
地
域
に
住
む
住
民
を

対
象
に
、
二
本
松
市
に
あ
る
青
年
海
外

協
力
隊
の
隊
員
等
を
訓
練
す
る
施
設

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
）
を
避
難
所
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
三
月
一

四
日
午
後
か
ら
住
民
が
到
着
し
、
受
入

を
開
始
し
た
。
最
大
時
に
は
四
五
三
名

を
受
け
入
れ
、
福
島
県
、
二
本
松
市
と

協
力
し
な
が
ら
施
設
の
運
営
を
行
っ
て

き
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
は
七
月
末
を

も
っ
て
受
け
入
れ
が
終
了
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
に
お
い
て
は
、
避

難
所
と
し
て
講
堂
お
よ
び
宿
泊
棟
を
開

放
し
、
東
京
本
部
か
ら
の
応
援
職
員
を

早
急
に
派
遣
し
た
。
ま
た
、
四
月
か
ら

は
、
治
安
状
況
等
に
よ
り
赴
任
国
か
ら

退
避
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
青
年
海
外
協

力
隊
員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
延
べ
四
八
名
の
職

員
を
支
援
要
員
と
し
て
本
部
か
ら
派
遣

す
る
他
、
退
避
一
時
帰
国
中
の
青
年
海

外
協
力
隊
員
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
計
二
五
名
派
遣
し
た
（
七
月
四
日
現

在
）。

●
住
民
の
声
を
組
織
づ
く
り
に

　

三
月
一
四
日
午
後
か
ら
開
始
さ
れ
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
で
の
受
け
入
れ
は
、

本
部
か
ら
の
応
援
部
隊
八
名
が
二
四
時

間
体
制
で
支
援
し
た
。
主
な
内
容
は
、

福
島
県
と
二
本
松
市
に
よ
る
「
避
難
住

民
の
生
活
支
援
（
避
難
し
た
方
々
の
受

け
入
れ
手
続
き
や
安
否
確
認
、
物
資
の

調
達
・
運
搬
、各
種
情
報
提
供
や
相
談
）」

の
側
面
支
援
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
時

間
の
経
過
と
共
に
、
避
難
受
入
の
緊
急

対
応
か
ら
共
同
生
活
を
営
む
上
で
の
課

題
が
表
面
化
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な

な
か
、
三
月
一
八
日
に
は
、
住
民
を
中

心
に
福
島
県
、
二
本
松
市
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
四
者
合
同
で
「
み
ん
な
で
快
適
に
過

ご
す
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
の
会
議
」
を

開
催
し
た
。
こ
の
参
加
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職

員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
議
事
進

行
）を
お
手
伝
い
し
、避
難
住
民
の
方
々

か
ら
生
活
上
の
ニ
ー
ズ
や
問
題
（
消
灯

時
間
、
ゴ
ミ
出
し
、
洗
濯
、
子
供
の
ケ

ア
な
ど
）
を
話
し
合
い
、
館
内
ル
ー
ル

づ
く
り
に
か
か
る
議
論
が
な
さ
れ
た
。

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
約
一
八
〇
名

が
参
加
し
、
開
発
協
力
の
現
場
で
も
活

用
し
て
い
る
参
加
型
開
発
の
手
法
を
活

用
し
、
男
性
女
性
双
方
の
声
を
引
き
出

す
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
最
終
的
に

は
、
住
民
に
よ
る
自
治
グ
ル
ー
プ
も
組

織
さ
れ
、
各
棟
か
ら
な
る
五
グ
ル
ー
プ

を
形
成
し
、
各
グ
ル
ー
プ
代
表
者
が
選

出
さ
れ
た
。
こ
の
自
治
グ
ル
ー
プ
に
よ

り
、
毎
日
の
支
援
物
資
の
配
給
、
朝
晩

の
食
料
の
配
給
、
新
聞
の
回
覧
、
各
種

要
望
・
情
報
の
伝
達
お
よ
び
課
題
解
決

に
つ
い
て
、
住
民
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に

全
て
が
協
議
・
決
定
さ
れ
て
い
っ
た
。

長
期
間
に
亘
る
避
難
生
活
の
な
か
で
、

こ
の
住
民
組
織
が
果
た
し
た
役
割
は
非

常
に
大
き
い
と
言
え
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
で
の
避
難
生
活
が

二
週
間
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
新
た
な

ニ
ー
ズ
（
健
康
面
、
教
育
面
等
）
が
見

ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
女
性

を
含
む
グ
ル
ー
プ
代
表
者
会
議
を
複
数

回
開
催
し
た
。
こ
れ
ら
会
議
を
通
じ
て

具
体
的
な
要
望
を
確
認
し
、
女
性
や
高

齢
者
、
子
供
を
対
象
と
す
る
各
種
活
動

を
開
始
し
た
。
具
体
的
に
は
、
二
本
松

市
近
隣
の
青
年
海
外
協
力
隊
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
支
援
を
得
て
、
高
齢
者
等
を
対

象
と
し
た
健
康
体
操
教
室
（
週
一
回
）、

小
学
生
向
け
の
算
数
・
理
科
教
室
や
工

作
教
室
、中
高
生
向
け
の
英
語
学
習
室
、

高
齢
者
向
け
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
活
動

を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
や
グ
ル
ー
プ
代
表
と

の
話
し
合
い
を
通
じ
て
個
別
の
ニ
ー
ズ

を
よ
り
詳
細
に
把
握
し
、
生
活
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
べ
く
、
四
月
七
日
よ
り
、

派
遣
国
の
政
情
不
安
等
に
よ
り
退
避
中

の
青
年
海
外
協
力
隊
員
（
第
一
陣
は
エ

ジ
プ
ト
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル

か
ら
退
避
中
の
五
名
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
技
術
（
看
護
師
、
保
育
士
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
作
業
療
法
士
）
を

活
か
し
て
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

●
途
上
国
で
の
経
験
か
ら

　
得
ら
れ
た
も
の

　

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
一
義
的
に

は
開
発
途
上
国
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
地

域
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
活
動
を
展
開

5
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す
る
こ
と
が
事
業
の
目
的
で
あ
る
が
、

今
回
、
派
遣
さ
れ
た
国
の
状
況
に
よ
り

退
避
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
な
か
で
、
日

本
に
滞
在
し
て
い
る
期
間
を
通
じ
て
、

彼
ら
は
日
本
国
内
で
震
災
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
を
離
れ
て
あ
と
数
カ
月
で
二
年
の

任
期
満
了
間
近
で
退
避
と
な
っ
た
隊

員
、
任
地
に
赴
任
し
て
一
カ
月
で
日
本

に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
隊
員
等
、
現
地

で
の
経
験
の
長
さ
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

も
の
の
、
開
発
途
上
国
で
の
生
活
を
通

じ
て
培
わ
れ
た
「
限
ら
れ
た
環
境
の
な

か
で
の
創
意
工
夫
」、「
相
手
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
た
寄
り
添
う
支
援
」、「
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
」
と
住
民

側
に
立
っ
た
視
点
が
随
所
で
活
か
さ
れ

て
い
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

健
脚
な
若
者
が
開
発
途
上
国
で
活
動

す
る
た
め
に
訓
練
を
行
う
施
設
と
し
て

設
計
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松

は
、
宿
泊
棟
か
ら
受
付
の
あ
る
管
理
棟

や
食
事
の
配
給
等
が
な
さ
れ
る
厚
生
棟

ま
で
非
常
に
長
い
廊
下
が
続
き
、
そ
の

間
階
段
が
数
箇
所
あ
る
等
、
凡
そ
「
避

難
所
」
に
は
適
し
て
い
な
い
構
造
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
長
い
廊
下
を
歩
く
高

齢
者
の
た
め
に
、「
途
中
で
休
む
椅
子
」

が
設
置
さ
れ
た
の
も
協
力
隊
員
の
ア
イ

デ
ィ
ア
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
廊
下
の

途
中
で
壁
に
手
を
つ
い
て
、
ま
た
は
寄

り
か
か
っ
て
休
ん
で
い
る
お
年
寄
を
発

見
し
、
椅
子
を
置
け
ば
少
し
休
ん
で
ま

た
歩
き
始
め
ら
れ
る
、
と
の
考
え
に

至
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

部
屋
か
ら
出
る
の
が
億
劫
な
住
民
が
そ

れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
も
簡
単
な
体
操
が
出

来
る
よ
う
に
、
午
後
の
ラ
ジ
オ
体
操
の

放
送
を
導
入
し
た
の
も
隊
員
で
あ
る
。

　

優
先
順
位
、
必
要
な
手
続
き
、
緊
急

性
、
公
平
性
、
効
率
性
。
理
由
は
い
く

ら
で
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
当
に
必
要

な
と
こ
ろ
に
必
要
な
も
の
を
届
け
る
こ

と
の
尊
さ
と
同
時
に
難
し
さ
を
、
国
内

で
の
支
援
の
現
場
で
も
あ
ら
ゆ
る
人
々

が
目
に
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
そ
し

て
、
そ
の
光
景
は
援
助
の
現
場
で
我
々

が
い
つ
も
目
に
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ

る
と
言
え
る
。

　

宮
城
県
で
も
、「
国
際
協
力
で
培
っ

た
力
を
被
災
者
支
援
に
活
か
し
た
い
」

と
青
年
海
外
協
力
隊
員
が
県
内
の
避
難

所
で
の
支
援
を
三
月
に
開
始
し
た
。
隊

員
の
活
動
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
（
宮
城
県

仙
台
市
）
が
地
域
に
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

（
活
動
は
避
難
所
の
閉
鎖
と
共
に
四
月

中
旬
に
終
了
）。

　

活
動
の
拠
点
は
、
宮
城
県
石
巻
市
と

塩
釜
市
の
間
に
位
置
す
る
東
松
島
市
で

あ
る
。
同
市
は
地
震
に
よ
る
津
波
で
最

も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
域
の
ひ
と

つ
で
、
東
松
島
市
立
矢
本
第
一
中
学
校

は
、
震
災
直
後
か
ら
被
災
し
た
人
々
を

受
け
入
れ
た
。
現
地
の
治
安
が
悪
化
し

た
た
め
に
活
動
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
退
避
帰
国
し
た
ば
か
り
の
ニ

ジ
ェ
ー
ル
隊
員
の
有
志
七
名
は
三
月
二

五
日
に
同
避
難
所
に
到
着
し
た
。
朝
七

時
の
部
屋
長
会
議
に
始
ま
り
、
夜
八
時

ご
ろ
か
ら
始
ま
る
学
校
側
と
の
打
合
せ

ま
で
、
避
難
所
の
受
付
、
食
事
の
配
膳

補
助
、
支
援
物
資
の
整
理
、
運
動
不
足

解
消
の
た
め
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
子
供
た

ち
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
た
活
動

を
展
開
し
た
。
学
校
側
か
ら
は
、「
避

難
所
の
運
営
を
担
っ
て
く
れ
た
こ
と

で
、
教
員
が
本
来
の
業
務
に
戻
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
積
極
的
に
入
所
者

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
被

災
者
の
心
に
寄
り
添
い
活
動
し
て
く
れ

た
こ
と
で
、
入
所
者
に
勇
気
を
与
え
て

く
れ
た
」
と
の
言
葉
が
送
ら
れ
た
。

　

こ
の
活
動
の
実
現
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東

北
の
存
在
が
あ
る
。
震
災
後
、
宮
城
県

の
国
際
協
力
推
進
員
が
関
係
者
の
安
否

確
認
を
行
っ
て
い
る
な
か
、
ニ
ジ
ェ
ー

ル
の
隊
員
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
勤
務
先
の
東
松

島
市
立
矢
本
第
一
中
学
校
が
避
難
所
と

な
り
、
新
学
期
を
目
前
に
学
校
の
業
務

が
忙
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
避
難
所

の
運
営
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が

よ
せ
ら
れ
、
退
避
中
の
協
力
隊
員
の
派

遣
が
実
現
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
宮
城

県
で
の
隊
員
の
活
動
が
そ
の
後
の
岩
手

県
で
の
活
動
に
も
発
展
し
て
い
く
。

●
新
た
な
支
援
の
形
態

　

東
松
島
市
で
の
青
年
海
外
協
力
隊
員

の
活
動
は
、
そ
の
後
岩
手
県
遠
野
市
で

の
活
動
に
発
展
し
た
。
四
月
一
〇
日
を

も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
避
難
所
を
後
に
、

新
た
な
活
動
の
拠
点
と
し
て
「
遠
野
ま

ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
で
の
活
動
が
四
月
中

旬
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
は
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
岩
手
県
沿
岸
部
を
支

援
し
よ
う
と
、
三
月
二
八
日
、
遠
野
市

民
の
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ

ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ
る
。

組
織
運
営
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
事
務

局
体
制
を
整
え
る
間
も
な
く
支
援
活
動

が
開
始
さ
れ
た
た
め
、
少
し
で
も
早
く

被
災
者
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
熱
意
の

下
、
数
人
の
事
務
局
員
が
県
内
外
か
ら
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集
ま
っ
て
く
る
が
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
活
動
現
場
に
派
遣
し
て
い
た
。
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
退
避
中
の
青
年
海
外
協
力
隊

員
の
活
動
参
加
に
あ
わ
せ
、
四
月
中
旬

か
ら
職
員
を
数
人
ず
つ
リ
レ
ー
形
式
で

出
張
さ
せ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
の
管
理

と
ま
ご
こ
ろ
ね
っ
と
事
務
局
の
体
制
強

化
を
支
援
し
て
き
た
。
ま
ず
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
事
前
登
録
を
円
滑
に
行

い
、
活
動
参
加
人
数
の
予
測
に
つ
な
げ

る
た
め
（
ひ
い
て
は
活
動
に
必
要
な
車

両
手
配
等
に
活
用
す
る
た
め
）
業
務
手

順
を
整
理
し
、
登
録
情
報
を
管
理
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
共
に
作
成
し
た
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
員
に
よ
る
活
動
参

加
と
事
務
局
支
援
の
ほ
か
、
拠
点
で
あ

る
遠
野
市
と
活
動
場
所
で
あ
る
岩
手
県

沿
岸
部
の
被
災
地
を
往
復
す
る
た
め
の

移
動
手
段
と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
筑

波
、
横
浜
、
中
部
の
各
国
際
セ
ン
タ
ー

で
研
修
事
業
の
際
に
使
用
し
て
い
る
中

型
バ
ス
を
常
時
二
台
、
無
償
で
提
供
し

て
い
る
。

●
ニ
ー
ズ
あ
っ
て
の
リ
ソ
ー
ス

　

被
災
地
支
援
の
活
動
は
、
各
地
方
自

治
体
や
被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
活
動
要
望
に
基
づ
き
組
み

立
て
ら
れ
る
。
通
信
手
段
が
限
ら
れ
、

あ
ら
ゆ
る
支
援
団
体
が
行
き
来
す
る
な

か
で
、住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
活
動
の
イ
ン

フ
ラ
を
整
え
て
い
く
と
い
う
作
業
は
非

常
に
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
ニ
ー
ズ
を

収
集
し
、
整
理
し
、
リ
ソ
ー
ス
と
つ
な

げ
て
い
く
。
各
自
治
体
の
職
員
は
他
地

域
か
ら
派
遣
さ
れ
る
応
援
要
員
と
共

に
、
避
難
し
て
い
る
被
災
者
の
生
活
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
復
旧
・
復
興
へ
の

計
画
づ
く
り
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
外
か
ら
来
る
「
第
三
者
」
が
押
し

付
け
で
な
い
支
援
を
行
な
う
た
め
に
必

要
な
も
の
は
何
か
。
震
災
支
援
の
現
場

は
援
助
の
現
場
に
ど
こ
か
似
て
い
る
、

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ

と
リ
ソ
ー
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
難
し
さ

を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
。
臨
床
心

理
士
と
し
て
活
動
し
て
い
る
一
般
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す
る
活
動
は
が
れ
き

撤
去
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
得
意
と
す
る
柔

道
整
復
師
が
参
加
す
る
活
動
は
サ
ン
マ

拾
い
。
そ
の
当
日
の
活
動
に
自
分
の
専

門
性
に
合
致
す
る
も
の
が
あ
る
と
は
限

ら
ず
、
多
く
の
も
の
は
特
に
技
術
や
資

格
を
必
要
と
し
な
い
活
動
で
あ
る
一
方
、

避
難
生
活
が
長
期
化
し
て
い
く
な
か

で
、
よ
り
個
別
具
体
的
な
専
門
的
な

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
現
実

で
あ
る
。「
リ
ソ
ー
ス
と
ニ
ー
ズ
を
上
手

く
つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
の
つ
ぶ
や
き
に
、「
ニ
ー
ズ
あ
っ
て
の

リ
ソ
ー
ス
で
す
」
と
即
答
さ
れ
た
市
の

担
当
者
の
姿
が
印
象
的
で
あ
る
。
声
に

な
ら
な
い
ニ
ー
ズ
は
掘
り
起
こ
す
べ
き

な
の
か
。
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
て
い

た
ら
、「
こ
ん
な
こ
と
も
出
来
る
の
か
」

と
ニ
ー
ズ
に
気
付
く
こ
と
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。押
し
付
け
で
は
な
い
支
援
、

そ
れ
は
ニ
ー
ズ
と
リ
ソ
ー
ス
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

思
う
と
同
時
に
、
ま
さ
し
く
援
助
の
現

場
で
も
ニ
ー
ズ
と
リ
ソ
ー
ス
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
こ

と
を
思
い
出
す
場
面
で
あ
っ
た
。

●
こ
の
経
験
を
も
っ
て

　
途
上
国
支
援
に

　

初
期
段
階
で
は
公
的
機
関
と
し
て
日

本
の
災
害
の
現
場
で
果
た
す
べ
き
役
割

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、と
の
思
い
と
、

職
員
一
人
一
人
の
支
援
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
様
々
な
活
動
が
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
結
果
、
現
在
の
東
北
地
域
で
の

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
活
動
が
あ
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
国
際
協
力
の
重
要
な
視
点

の
ひ
と
つ
で
あ
る「
人
間
の
安
全
保
障
」

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
支
援
を
す
る
な
か
で
途
上
国

支
援
を
通
じ
て
培
っ
た
我
々
の
経
験
の

な
か
で
国
内
の
復
興
に
活
か
せ
る
も
の

は
積
極
的
に
活
用
し
、
今
後
付
加
価
値

を
つ
け
て
再
び
途
上
国
へ
の
支
援
に
役

立
て
る
と
い
う
発
想
（
一
方
通
行
型
か

ら
循
環
型
へ
の
協
力
）
へ
と
転
換
し
つ

つ
あ
る
。
近
い
将
来
、
日
本
の
経
験
お

よ
び
教
訓
を
更
に
途
上
国
に
還
元
し
て

い
く
た
め
の
取
組
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
と
認
識
し
て
い

る
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
が
最
優
先
課
題
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
が
、
震

災
後
の
日
本
が
、
再
び
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
い

う
ツ
ー
ル
を
通
じ
て
世
界
各
国
と
つ
な

が
っ
て
い
き
、
ま
た
そ
こ
で
今
回
の
支

援
の
教
訓
が
更
に
生
か
さ
れ
て
い
く
よ

う
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
し
て
も
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

（
つ
ぼ
い
け　

あ
す
か
／
国
際
協
力
機

構
企
画
部
総
合
調
査
課　

主
任
調
査

役
）
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